
V．各教官の活動概要

安仁屋　政武　（M。。。㎜AN1YA，地球科学系）

1996年7月にオーストラリアのメルボルンで開かれた，IAMAS－IAPSOのシンポジュウムの一

つG1acier　of　the　Southem　Hemisphereでパタゴニア氷原の氷河の最近の変動について発表した．

これに先立ち，ニュージーランドの南アノレプスにあるFrantzJosef氷河とFox氷河の調査を行っ

た．発表論文は以下のものに加えて，英文2編（共著）である．

1）Aniya，M．and　Wakao，Y．（1997）G1acier　variations　of　Hie1o　Patagonico　No打e，Chi1e，between

1944／45and1995／96．肋〃θ伽ゲααo〃地8θακ乃，15：11－18．2）朴舜燦・岩田憲二・安仁屋政武

（1997）地理情報システムとリモートセンシングによる石川県白峰村の出作り地の自然環境と

適地解析．G瓜理瀞と広屠，5：19－27．

安部　征雄　（M・・aoABE，農林工学系）

土壌内の塩類集積とその対策に関する研究として，土壌表層付近に集積する塩類のスティック

を用いた捕集法および土壌表層に集積した塩類の乾燥地の強い蒸発力利用した除去法について

基礎的な室内実験を行い，それらの可能性にっいて検討した．また，土壌内の過剰水分の除去

を目的とした蒸発力の利用による排水法について検討した．さらに，生物的炭酸ガス固定に関

して，乾燥地域における植林の利用の可能性について，オーストラリアを対象に調査研究を行

った．拠点校方式による北京大学等との研究交流に参加し，土壌内の塩類集積およびその除去

と持続的農業生産との関係に関する研究を開始した．

天田　高白　（T．k。。kiAMATA，農林工学系）

ネパールクリカニダム上流をモデルとしてGISによる流域管理システムの構築に関する研究，

及び洞沼流域を例に閉鎖性水域の汚濁負荷の現状解析を行い，流域管理のあり方について検討

した．また，渓畔林のハンノキを例に防災上の視点から見た樹木根系の分布形態について調査

した．

1）Amod　Sager　Dhaka1，Takaaki　Amada　and　Masamu　Aniya：A　GIS　Approach　to　Lands1ide

Susceptibi1ity　Mapping－A　Case　Study丘om　the　Ku1e㎞ani　Watershed，Nepa1一．〃ooθθ伽g∫ψ伽18エ乃

ノ∫ゴα〃Co碓閉og　o〃Rθ〃o胞8θ〃8加＆K〃α1αZ〃伽ρ〃η〃α1o≡〕ノ8’α，pp．JS－6－1～JS－6－6．1998．

伊藤　太一　（T．ii．hi　ITO，農林工学系）

イエローストーン国立公園における境界を越えた管理に関する会議および生態系管理に関する

会議に参加・発表した．生物多様性を考慮した森林管理手法についてアメリカ合衆国東部を現

地調査した．

1）伊藤太一（1997）アメリカの保全林制度，林野庁編：深安林渤度100牢史，目本治山治水協

会，495－511．2）伊藤太一（1997）エコツーリズムのジレンマ，森林稗学21：16－22．3）伊藤太

一（1997）イェローストーンと白本人，厘立公厩552：16－22．4）伊藤太一（1998）目本におけ

るグリーンウェイネットワークの可能性，厨立公厨560：22－28．5）伊藤太一（I998）木下淑夫

の国立公園運動への影響，β本遺厨学会誌タンドスクーフ砺究61（3）：253－258．
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臼井　健二　（K・軸US㎜，応用生物化学系）

植物と環境との相互作用，化学的環境要因の植物の成育への影響及び植物の対応にっいて，植

物体及び培養細胞を用いて，除草剤の作用・選択性・抵抗性の機構，他感作用物質の作用，及

び異物のグルタチオン抱合や酸化的解毒代謝等の生化学的研究，耐塩性・塩類地の植生改変の

研究を行った．除草剤の水田での動態を解析した．

1）Deng，F．，A．Nagao，I．S．Shim　and　K．Usui（1997）Induction　of　g1utathione　S－trans危rase　isozymes

㎞rice　shootstreated　with　a　combination　ofpreti1ach1or　and危nc1orim．∫肌θθ∂8oえrθcん42，277－283．

　2）Nagao，A．，K．Usui　and　I．S．Shim　（1997）Comparison　of　the　induction　of　g1utathione

S－transferase　h　p1ants　by　trea血1ent　with　substrates．∫肌θε∂8oえπoん42，340－348。他

及川　武久　（T・k・hi・・0I鮎WA，生物科学系）

昨年度に引き続き，地球環境変化に対する陸上生態系の応答を野外における実験とシミュレー

ションモデノレを用いた予測で研究した．学術会議のIGBP専門委員として，地球環境変化の研

究推進を図った．

1）及川武久（1997）「地球環境わ変化と炭素循環」を巡って．学術の動向1997－7：31－33．2）

及川武久（1997）「生態系と炭素循環」’’温暖化に追われる生き物たち”pp．88－112．築地書館．

3）及川武久監訳（1997）「森林生態系の生物地球化学」（伊藤昭彦訳）シュプリンガー東京．4）

Mabuchi，K．，Sato，Y．，Kida，H．，Saigusa，N．and　Oikawa，T．（1997）A　biosphere－atmosphere　mode1

（BA正M）即d－its　prim趾y　verifications　using餌ass1and－d－ata．1〕卯ε附肋〃6畑0701ogソα〃ゴGθgρ伽∫た∫．47：

115－140．　5）A1exandrov，G．A．and　Oikawa，T．（1997）Contemporary　variations　of　teπestrial　Net

Prima町Production：the　use　of　sate11ite　data　in　the1ight　of　an　extrema1princip1e．肋o久〃1o∂θ1伽g95：

113－118．　6）A1exandrov，G．A，and　Oikawa，T．（1997）Comparison　of　Nat皿a1Vegetation　and

Agricu1血ra1Crops　with　Respect　to　C02一胎rti1ization　E価ect．’何ooゴ〃o肋o〃o〃伽∂E〃かoη〃θ〃α1

物γ・閉θ〃・・伽α・ろ・1α肋肋α伽9ε”伽・肋1ム舳ψ碓八〃砿切伽52：779－782．7）

Bek㎞，Y．，Koizumi，H．，Oikawa，T．and　Iw釦d，H．（1997）Examination　of地ur　methods　for　measuring

soi1respiration．一4〃1肋8o〃此olo馴5：247－254．8）Uchida，M．，N旬iri，Y．，Saigusa，N．and　Oikawa，

T．（1997）Calcu1ation　of　C02nux血om危rest　soi1using’222Rn　ca1ibrated　method．ノ馴た〃〃α1α〃

Fo■淑〃；助θoγologレ87：301－311，9）Saigusa，N．，T．Oikawa　and　S．Liu（1998）Seasona1variations

of　the　exchange　of　C02and　H20between　a　grass1and　and　the　atmosphere：An　experimenta1s血dy．

ノg〃㎝〃〃7α1α〃∂Fo■θ∫ゴ〃θ畑orologγ89：131－109．

大澤　義明　（Y・・hi・kiOHSAWA，杜会工学系）

1）Y．Ohsawa　and　A．Imai（1997）、Degree　of1ocationa1丘eedom　in　a　sj皿g1e勉ci1i収Euc1idean　minimax

1ocation　prob1em．Zocα〃o〃8o加κθ，5（1），pp．29－45．2）Y．Ohsawa（1998）．Cross－border　shopping

and　commodity　tax　competition　among　gOvemments，地gゴo舳18o肋oθα〃ひろα〃Eoo〃o〃ω，掲載決

定．3）Y．Ohsawa（1998）．A　geometrica1so1ution　for　quadratic　bicriteria1ocation　mode1s．肋γ卯θαη

カ〃閉α1ψq卿α〃oηα1地8θα励，掲載決定．4）Y．Ohsawa（1gg7）．Eva1uati㎝of　some　z㎝e

ordehngs　in　term－s　of　the　corre1ation　coef固cients　of　order　di価erences　and　distances．The　Tenth　European

co11oquim　onTheofetica1andQu㎝itative　Geography，（Rostock，Ge㎜any）．
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大村　謙二郎　（K。軸。。hO㎜UM，杜会工学系）

中心市街地の衰退とその活性化方策にっいて調査，研究を行っている．建設省再開発防災課と

協カして再開発事業をおこなった全国の都市を対象に，再開発の効果，間題点，中心市街地活

性化に果たす役割について調査をおこなった．平成9年8月，ブタペストでおこなわれた第8

回ヨーロヅパ目本学会の都市環境セヅシ当ンで，目本の地方都市の中心市街地再生戦略にっい

て発表した．目本都市計画学会の学術研究発表会における地方分権のワークショップでコーデ

ィネ』ターをっとめた．

1）「地方小都市における郊外化の実態の把握とその土地利用上の間題」『都市住宅学』1997，第19

号，共著．2）「指定容積率の充足率と基盤状況の関係に関する研究」『都市計画論文集』1997，

No．32，共著．

小澤　哲夫、（Tet。。。OZAWA，応用生物化学系）

サゴ澱粉抽出残澁を有効に利用し，残溢による環境汚染を防止するための基礎研究として，残

潜の組成分析およびヘミセノレロースの化学的性質を明らかにした、チオール系悪臭物質をポリ

フェノーノレ酸化酵素によるポリフェノーノレ化合物の酸化反応系を利用して除去する方法を考案

し，除去機構を明らかにした．

1）T．Ozawa，T，Ueno，O．Negishi　and　S．Masaki：Chemica1Characteristics　of　Hemice11u1oses　in　the

Fibrous　Residue　of　Sago　Pa1m，J卯．J〃ψノg＾，in　press．2）O．Negishi　md工O㎜wa：E脆ct　of

Po1ypheno1Oxidase　on　Deodohzation，肋o∫oえ別oτκん3oo加柳．，61（12），2080－2084（1997）．

小揚瀬　令二　（R・Oi　OBASE，杜会工学系）

1）The　State　and　Possibi1ity　of肚e　Eco－House　in　Japan／Proceedhgs　of　Intemationa1Symposi㎜㎝

City　P1aming1997，目本都市計画学会，単著pp199～208．2）ヘルシンキ都市セミナー1997カ

タログラ市ヶ谷出版，単著pp314～326．3）アーバン7ノンジの土地矧屠一生産縁地崩度の改：変’

と効果一，目本建築学会，編集．

神山由（Y。。hi鮎MIYAMA，応用生物化学系）

農産廃棄物の有効利用として，コプラミール（ヤシ油の絞り粕，約50％のマンナンを含有して

いる）からマンノオリゴ糖を取得する研究とマンノ］スの縮合反応によるマンノビオースの合

成およびマンノース・セリン配糖体の合成の研究を行った．また，嫌気・好気活性汚泥法によ

る排水からのリン除去プロセスにおけるリン蓄積細菌群とグリコーゲン蓄積細菌群との競合に

関する研究を行った．

1）β一MamanaseによるCopra　Mea1からのMamoo1igosa㏄haridesの生産，目本生物工学会，平

成9年9月（東京），2）生物学的リン除去プロセスにおける構成微生物相の変化，第32回目本

水環境学会年会，平成10年3月（千葉）．

木村　富士男　（F功i．KJMURA，地球科学系）

我が国の大気環境予測には風系や拡散に関する地形影響の見積もりは極めて重要である．複雑

地形での大気境界層内の風系と水蒸気分布の観測を奥秩父で実施した．これに加えて数値モデ

ルによる予測手法の開発を行った．モデノレ計算の結果，地形の水平規模と局地風系の関係が明

らかになり，水蒸気変動との関係が観測からも立証された．関東平野における長期のオキシダ

ント濃度データを収集した．

1）Kuwagata，T．and　F．Kimura，1997：Daytime　boundary1ayer　evo1utions　in　a　deep　va11ey，Pa血II：

Numerica1siml1ation　ofthe　cross－va11ey　circu1ation，∫ノ〃Z〃；θ畑o■。，36，883－895．
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日下部　功　（Isa．KUSA㎜BE，応用生物化学系）

ガラクトマンナンやアノレギン酸などの多糖を新しい手法で利用するための基礎研究として，こ

れら多糖の分解酵素の探索と諾性質を明らかにする研究を行い，以下の成果を得た．

1）Substrate　spec岨cities　of　a－Ga1actosidase丘om　Yeasts．別08c二捌o胞cん捌oc加㎜．，61，359－361

（1997）．2）Puriication，Characterization　and　cDNA　C1oning　of　a　Nove1a－Galactosidase丘om

Mo廿iere11a　vinace孔〃080五〃o肋ん肋oo加〃．，61，592－598（1997）．3）Iso1ation　and　Quant胴cation

of　A1ginate－derived　O1igouronic　Acids　by　F1uorophore－assisted　Carbohydrate　E1ectrophoresis．

C〃わo砂か　地∫．，299，95－98’（1997）．4）Ch狐acterization　of　Nove1A1ginate　Lyase　丘om

F1avobacterium　mu1tivo1um．月oo∂8〇五rθo伽oZ伽五乃妙o，3，388－392（1997）．

熊谷　良雄　（Y。。hi．KUMAGAI，杜会工学系）

阪神・淡路大震災における被害実態および復旧・復興の実態に関する分析を行なうとともに，

平成5年（1993年）北海道南西沖地震によって甚大な被害をこうむった奥尻町：青苗地区の復興

状況について，住民アンケート調査等を踏まえて分析した．また，東京都の直下地震被害想定，

地域危険度測定調査等に参画し，所用の助言を行なった．

1）広域火災と避難，火災便覧第3版545～559頁，共立出版，1997年5月．2）地震被害想定
と阪神・淡路大震災，λと酎第23巻第3号，1997年9月．3）阪神・淡路大震災：神戸市に
おける‘‘復興まちづくりニュース”の分析，地域安全学会瀞文報差集No．7．1997年11月．4）

地震被害想定とその今後一南関東・東京都での事例から一，遷棄嚇災242号，1998年3月．

熊崎　實　（Mi・。mKUMAZAKI，農林学系）

木材不況が深刻化するなかで目本林業の今後のあり方を考察し，地球温暖化防止を視野に入れ

ながら，若干の提言をおこなった．また，熱帯林の消失・劣化と生物多様性に関して総論的な

解説をおこなった．

1）目本の林業経営の長期展望について，椀経館ガ報No4271997年4月．2）我が国の民有林
業はどこへゆくか，林業藩済No5861997年8月．3）林業は再生できるか，『目本の論点197』

文芸春秋杜（1997年11月）所収．4）熱帯雨林と生物多様性，『世界を読むキーワード』世界

臨時増刊（1997年4月）所収．5）地球生命圏のなかの森林，鈴木光剛編著『生物と自然のハ

ーモニー』産調出版，1997年所収．

国府田　悦男　（Et．u．KOKUFUTA，応用生物化学系）

高分子化学と生物化学を基礎とし，環境保全への応用が期待されるファインケミカル材料及び

エコマテリアルに関して，基礎と応用の両面から研究を行なった．
1）E．Kok皿血ta，Suzuki　H，Sakamoto　D（1997）On　the　Loca1Binding　of　Ionic　S1皿飽ctants　to　Po1y

（N－isopropy1acW1amide）Ge1s，1二αηg㎜〃か，　13［10］2627－2632．　2）Y．　Kashiwagi，　Koku一血ta　E，

KawashimaT（1997）Se1ective　Dete㎜㎞ation　ofSe1enium（IV）and　Se1enium（VI）in　Waste　Waterby

Graphite　Fumace　AAS　a丘er　Reductive　Coprecipitation　on　Te11urium　Co11ector　by　Ascorbic　Acid，Tin

（II）Ch1oride　and　Hydraz㎞im1Su1蹴e，一4〃18o久，13身623－628．3）国府田悦男（1997）エコマテリ

アル化のための自然融合技術，環堵稗学会誌，10［2］，173－187．4）E．Ko㎞舳a，Aman　Y（1997）

A　Biochlmo－Ml1hanila1Syltem　Co㎜i1ting　of　Po1ymlr　Gl1l　with1㎜obi1izld　G1u1ole
Dehydrogemse，Po1ym．Gθ18＆〃伽o称，5［5］，439－454．5）B．Wa㎎，Mukataka　S，Kodama　M，and

Ko㎞地ta　E（1997）Viscometric　and　Light　Sc鮒ering　Studies　on　Microge1Fomation　by　g－Ray

hadiation　to　Aqueous　Oxygen舟ee　So1utions　of　Po1y（viny1a1coho1），工α〃g閉〃か，13［12］，6108－6114．

6）国府囲悦男（1997）医用をン尤グンレノ・ンヂブソク（第3篇3章），阿部，村勢，鈴木（編），

エヌ・ティー・エス出版杜，pp．548－5517）国府田悦男（1997）バイオケモメカニカルゲル，

クンレテクノロジー（第3編4章10節），長田，梶原（編），サイェンスフォーラム，PP．26－30．8）

H．Uchiyama，Kato　C，Koku鮎a　E，Yagi　O　（1997）Quantitative　Co1orimetric　Detemination　of

Trich1oroethy1eneDegradationActivi奴and1mp1ications　brEnviro㎜enta1Us6，肋かoバθo加oム，18

［11］，1123－1131．

一50一



小嶋　英一　（EiichiKOJ工MA，応用生物化学系）

好熱・好酸性微細藻による炭酸ガスの固定，好熱性ラン藻による暗水素発生，微細緑藻による

液状炭化水素生成，及び気泡塔型培養槽における液相の速度測定法，について検討した．

1）E．K句ima，工Hoshino，and　K　Ueno，Growth　of　acid－o一㎝d　the㎜o－phi1ic　microa1ga　at　hiφC02

concentrations　in　bubb1e　co1umn　photobioreactors，1）700．4肋J卯伽ωθ／Gθ舳伽取仰ρω加〃B〃肋1θ

Co1舳〃∫，pp．118－123（1997）．2）小嶋英一，気泡塔における液流の速度と方向の測定方法，化

学工学，61，365－366（1997）．

小林　勝一郎　（K・t・・i・hi・・KOBAYASHI，応用生物化学系）

土壌中に存在する除草剤および他感作用物質の活性発現機構研究の’環として，出芽深度，生

育進度等の植物の生育状態や種間における活性の変動，ならびに，これらの土壌中における動

態に対する土壌水分，有機物含量等の土壌要因の影響にっいて解析した．また，土壌環境の変

動に対する雑草の適応性に間する研究に着手した．

1）Tongma，S．，K．Kobayashi　and　K．Usui（1997）．E脆ct　of　water　extract血om　Mexicam　smf1ower

［肋o肋伽θγ功1肋（Hems1．）A．Gray1on　ge㎜imtion　and　growth　oftested　p1a皿ts．J肋パoえ

肋々．42（4），373－378．他

小林守（M・m・mKOBAYASHI，地球科学系）

温熱環境の都市キャニオンによる改変，都市の微気象に及ぼす街路樹の影響を求めるために暖

侯期12目間の観測を，橋脚の側壁表面温度の熱画像測定を8月の3目間，そして足尾銅山の煙

害調査（3目間）等を行った．「人文地理学辞典」（525頁，朝倉書店），「新編農業気象学用語解

説集一生物生産と環境の科学一」（313貢，目本農業気象学会）を分担執筆し，口頭発表（学会3

編，報告会1編）■を行った．

1）小林守（1997）鉄筋コンクリート集合住宅の壁面温度に及ぽす暖房・目射効果の熱画像解

析，環境情報科学論文集，11，25－30頁．2）小林守（1998）青島・弥生橋橋脚の側壁表面温度の

熱画像解析一1995年の夏と冬の測定結果一，科研報告書，91－109頁．

佐久間　泰一　（T．ii．hiSAKuMA，農林工学系）

1．タイと目本の圃場整備の比較研究　タイのBangkud地区の圃場整備を，土地所有状況に着目

して目本との違いを浮き彫りにした．また，農家が圃場整備を行う動機を明らかにするために

アンケート調査を行った．2．都市近郊水田の圃場整備の問題点　下館市の事例を研究し，創設

換地で国道など非農業道路を捻出する場合の換地計画について換地方針を提言した．　3．耕作

放棄水田の圃場条件　前年度に引き続き事例を増やして耕作放棄水田と圃場整備水準の関係に

ついて定量的な検討を行った．

1）佐久間泰一：生物と自然のハーモー二一，産調出版，p162～169（1997）

佐藤　俊　（ShmSATOH，歴史・人類学系）

．「伝統的杜会における二重経済の人類学的研究」（国内科研）の共同研究を継続した．また，こ

の研究に連動させるかたちで，遊牧民レンディーレ人（ケニヤ北部）の現地調査を約1ヵ月行っ

た．本年度から，学プロ（A）の研究助成をえて，東アフリカ遊牧杜会の文化生態的な持続性に

関する共同研究をはじめた．

1）Sato，S．，1998，The　Rendme　and　the　adaptive　s血ategies　of　East　A丘ican　pastora1ists，I皿E．Kurimoto

＆S．Simonse　（eds．），Coψたちノgθ＆1）ow7加〃07τゐ肋並4卿cαj／gθ取蛇伽fη〃伽8〃o〃，

pp．206－226，James　Currey，Ox加rd．
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1 ) Shimada A., Kogure H., Shishido H. and Nakamura I.. Reaction pathway of tryptophanase 

degrading D-tryptophan, Amino Acids, 12, 379-383, (1997) . 2) Shimada A. and Nakamura I., 

Independence of active site for D-tryptophan on tryptophanase, Viva Origino, 25, 261-270. 3) 

Shimada A., Nakata H. and Nakamura I., Acidic exopolysaccharide produced by Enterobacter sp., J. 

Ferment. Bioeng., 84, 113-118, (1997) . 4) Yuasa S., Fukuhara T., Isoyama M. and Shimada A., 

Resolution of DL-amino acids on a native cellulose column and a plasible mechanism for their 

resolution, Biomed. Chromatogr., I l, 276 - 279, (1997) . 
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沈　利星　（I・一…gSH1M，応用生物化学系）

雑草などの植物の環境ストレスに対する適応戦略の多様性を生化学的側面から追っている．特

に塩ストレス条件下での活性酸素の発生と消去に注目し，イネにおいてはカタラーゼ活性の低

下が制限要素になっていることが解った．GSTに関する研究も続けて行った．

1）Induction　of　G1utathione　S－Transferase　Isozymes　in　Rice　Shoots　Treated　with　a　Combination　of

Preti1ach1or　and　Fenc1orim，∫肌θ〃8oたκθα〃τθo伽ologレ42：277－283（1997）．2）Comparison　of

the　Inductrion　of　G1utathione　S－Transferase　in　P1ants　by　Treatment　with　Substrates，J肌θ〃8c加〃oθ

α〃τθo肋olo馴42：340－348（1997）．3）An　Ear1y－Maturing，High　Qua1i1ity，co1d－To1erant　and

High－Yie1ding　Rice　Cu1tivar－Samcheonbyeo，児D／J　Cγgρ8oた〃oθ39：83－89（1997）．

下條　信弘．（N．b．hi。。SHIMOJO，杜会医学系）

環境汚染物質による酵素への影響並びに遺伝子による修飾作用について研究を行った．発表論

文は以下の潭り。

1）Z搾8oた肌ω，60　（23）：2129－2137．　2）ノρp1加∂0γgαηo〃θ〃〃たC加吻加τα，11：635－643．3）

”α加他8θα肋，7φ9：178－182．4）目中医学，12（4）：19．5）∫ψηo加oかo〃肋4，5：57－5g．6）

〃oα　JC〃■，：125－130．7）第34回全国衛生化学技術協議会年会「発展途上国の環境衛生と技

術援助」（特別講演）

鈴木　隆久　（T．k．hi。。SUZUKI，応用生物化学系）

アザミウマは一般に農薬による防除が困難である．そこで農薬を使用しない農業害虫アザミウ

マ類の防除法として誘引物質による防除法を開発するため，アザミウマの好む誘引物質（天然

物，合成物）を検索し，その成果を目本応用動物昆虫学会で発表した．また，食品害虫のケナ

ガコナダニから新規テノレペンの（一Acario1ideと命名した化合物を単離同定した．

1）A．MOR■NO　et　a1．，：（E）一2一（4㌧Methy1－3㌧penteny1idene）一4－butano1ide，Named（一Acario1ide：A　New

Monote叩ene　Lactone丘om　the　Mo1d　Mite，Tyrophagus　putrescentiae（Acarina：Acaridae）．〃080五

肋吻ん．肋o加〃．，61．1906－1908（1997）．

鈴木勉（T。。t．m．SUZUKI，杜会工学系）

都市内の望ましい職住分布パターン，通勤距離の削減可能性，及び国土レベルの環境低負荷型

人口配分等につレ、、て研究を行った．

1）鈴木勉（1997）：「職住分布と立体都市形態の最適化統合モデル」，目本OR学会春季研究発

表会アブストラクト集，pp．6－7．2）Okabe，A．，Okunuki，K．and　Suzuki，T．（1997）：”A

Computational　Method　br　Optimizing　the　Hierarchy　and　Spatia1Con丘guration　of　Su㏄essive1y

Inc1usive　Faci1ities　on　a　P1ane，”Institute　fbr　Operations　Research　and　Management　Science　Spring

Con危rence　San　Diego，May4－7．1997．3）鈴木勉（1997）：「居住地の再配分による通勤時間短縮

の可能性に関する研究（その2東京大都市圏における産業制約を考慮した短縮可能性）」，目本

建築学会大会学術講演梗概集，F－1，pp．605－606．
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関李紀（肚iSEKI，化学系）
1）環境中の放射性核種および微量元素の挙動，2）航空機運行による放射線被ばく線量，3）’加

速器質量分析を用いた超微量核種の分析法の開発などについて研究を行った．長半減期の放射

性ヨウ素については日本の土壌中における挙動について研究が進み，一部を国内で開かれた国

際会議で報告した．

1）Deve1opment　ofa　Gas　DE－Position　Sensitive　E　Detector　br　AMS　Studies．ルo〃〃畝〃θ肋．B123，

183－185（1997）．2）Detection　of41Ca　with　a7Li37CI　Mo1ecu1ar　Pi1ot　Beam．肋〇五伽仇〃θ肋．B

123，174－176（1997）．

瀬能　誠之　（T．m．y．ki　SENO，農林工学系）

1．農村景観の評価に関する研究，2．地域活一性化と住民参加，3．グリーンツーリズムの展開と課

題，4．ニュータウンにおける公園の整備設計手法などの研究を行った．

1）Shinya　NOMOTO，Akira　SHIMOYAMA，Susumu　SHIRAISHI，Tomoyuki　SENOθτα1（1998）：

Under－iame　Reaction　of　Su1血r－contai皿ing　Amono　Acids　by．a　Hy血ogen－Oxygen　F1ame，〃oκえ

肋肋伽o乙肋oo加肋．，62（4），643－649．1998．

高橋　三保子　（Mih．k．TA鮎HASH1，生物科学系）

原生動物のゾウリムシが適した生息環境を選択する行動反応に欠陥をもつ突然変異体cnrCを用

いて，その欠陥を治癒する野生型の因子を追及した．また，下水処理場の嫌気濾床の嫌気性環

境に生息する繊毛虫〃肋ゴ舳αCo仰κ∬舳の生活史を知るため培養系の確立を目指し，その単

離培養に成功した他，共生する嫌気性バクテリアの種の同定を行った．行動反応の制御遺伝子

pwBのこれまで全く報告のない新規の通常と異なる遺伝様式を解析した．国際会議1回，国内

学会2大会で口頭発表した．

田瀬　則雄　（N。。i．TASE，地球科学系）

水体を中心として環境中における硝酸性窒素，農薬などの動態を，水の循環とともに，安定同

位体の利用を中心に調査・研究した．また，湿地やため池の水収支なども検討した．

1）田瀬則雄（1997）：水環境研究における安定同位体の利用と有効性．水環屠学会誌，20（5），

286－291．2）坪谷太郎・高木健太郎・倉茂好匡・田瀬則雄（1997）：サロベツ湿原における泥炭

地内土壌水分の目変化．β本水文稗学会誌27（3），129－141．3）福田正敏・田瀬則雄（1997）：土

浦市宍塚大池の水収支．斑波大学水理宅、騎右ンター報告，No．22，23－35．4）Hirata，T．，Ii，H．，Tase，

N．，and　Nishikawa，M．．（1997）：Nitrogen　isotopes　in　groundwater　as　indicator　of1and　use．

Groundwater：An　Endangered　Resources．1〕rooθθ∂加g∫ψ肋θ〃θC肌αチθγ力7C肋〃g加g　Co〃〃〃〃妙。

IAHR／ASCE，271－276．5）Ii，H．，Hirata，T．，Matsuo，H．，Nishikawa，M．，and　Tase，N．（1997）：

Sur危ce　water　chemistry，pa血icu1ar1y　concentrations　of　N03－and　DO　andδ15N　va1ues，near　a　tea

p1antation　in　Kyushu，J卯舳．Jo肌　抑加1o馴．ヨ202，341－352．6）宮下雄次・田瀬則雄・

Nandakumar，V1（1998）：熱帯モンス』ン地域における地下水の水質および安定同位体の変化に

関する研究．β本水文秤学会誌，28（1），23－36．

一54一



橘　泰憲　（Y。。㎜・。iTACHIBANA，応用生物化学系）

団粒構造の土壌形成のための有機農業技術に関連した調査研究をおこなった．団粒構造の形成

のためには堆肥などの有機物の投入だけでなく良質の粘土の投入が必要であり，そのことによ

り短期間に土壌の団粒化が促進することがあきらかとなった．

1）橘泰憲（1997）「炭埋による地中電位の制御」『生物環境産業のための非熱プロセス事典』（分

担執筆）サイエンスフォーラム，p．297～299．2）橘泰憲（1997）　「エネルギーと農業」目本

太陽エネルギー学会特別講演．

富田　文一郎　（B。。i．hi。。TOMITA，農林工学系）

木材の主要成分であるリグニンや，ポリオーノレを用いて製造した液化木材とエポキシ化合物を

反応させることにより新規の樹脂を開発した．これらの結果や木材接着剤に関する研究を公表

すると同時に国際会議で発表した．

1）　Y．Nonaka，B．Tomita，Y．Hatano（1997）Syn伍esis　of　Lignin／Epoxy　Res㎞s　in　Aqueous　Systems

and　Their　Prope竹ies，∬o1物7脇〃惚51，183－187．2）B．Tomita，Chung－Y㎜Hse（1997）C－13

Ana1ysis　on　Me1amhe－Urea－Fo㎜a1dehyde　Reshs，■伽81o〃8o加〃oθ伽〃θo乃〃o1o馴，肋㈱伽g∫〆

チんθ！η胞γηα〃o〃α1■4∂乃θ並o〃取榊ρo〃〃〃，Jgρα〃，PP．617－627．

中原　忠篤　（T・d・・t・・NA鮎HARA，応用生物化学系）

微生物を用いた環境保全技術の開発，省エネルギー型の変換プロセスによる有用物質の生産に

関し研究を行い，次の研究課題にっいて一定の成果を得た．（1）プラスチック特にポリウレタン

の微生物分解，（2）微生物による石油の脱流．また，目本学術振興会大型共同研究に参加し，バ

イオテクノロジーによる東南アジア閉鎖水域の環境保全と修復に関する共同研究をフィリピン

大学と進めた．

1）Akutsu　Y．，Nak句ima－Kambe　T．，Nomura　N．and－Naka11ara　T．（1998）Pu㎡fication　an（1Prope廿ies　of

a　Po1yester　PoIyurethane－Degrading　Enzyme丘om　Co〃α榊o〃α∫αdゐγoγ舳∫TB－35．ノ〃五E〃かo〃

Mたγoろゴo1．，64，62－67．

中村　徹　　（T・㎞エNA鮎MU趾，農林学系）

・スキー場における硫安散布の影響に関する調査を行った．

・シリア・エルルージュ盆地南部の植生について調査し，現存植生図と土壌図を作成した．

1）T．Nakamura（1998）Vegetation．A．Tsuneki（ed．）11：κ〃肋o〃3砿Zθ〃σ〃㎜ρ∫θか加〃；肋〃θK肋肋γ

κα11ξγ，1Vo〃乃取7ゴα．14－16．

西尾　建彦　（T・k・肚・NISHIO，化学系）

環境化学物質の中には数多くの有機ハロゲン硫黄化合物が含まれる．環境間題と化学物質の係

わりを明かにする目的でこれらの化合物の生成機構，および光化学反応を中心に検討した．

1）T．Nishio　and　M．Kato　（1997）Phot㏄hemica1Reactions　of1－Methy1－4，6－diary1－2（1H）

一pyrimidiI1ones　in　the　Presence　of　Thio1s，∫Hθ胞γo印〇五C乃θ〃．，34，143－14」．　2）　T，Nishio　（1997）

Photochemica1synthesis　of　pyrro1e　derivatives　by　desu1血rization　of2，5－dihydro－1H－pyrro1e－2－thiones

and一［2＋2］cyc1ization　of2，5－dihydl・o－1H－pyrro1e－2－thiones　with　a1kenes，ノC加〃．8oo．，Perkin　Trans．

1，885－889．3）T．Nishio　and　M．Oka（1997）Synthesis　of　Indo1e　Derivatives　by　［2＋2］

Photocyc1oaddition　of　Indo1ine－2－thione　with　A1kenes　and　Photodesu1血㎡zation　of　Indo1ine－2－thiones，

舳1仏α肋．ノ肋，80，388－397．4）M．Sakamoto，M．Takahashi，T．Fψta，S，Watanabe，T．Nishio，I．

Ii由and　H．Aoyama（1997）So1id　State　Photochemica1Reaction　of　N一（α，β一Unsa血ratedcarbony1）

benzoy1fomamides，J0偲α舳．62．6298－6308．
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西田　正規　（Ma．akiNISHIDA，歴史・人類学系）

95年より3年間の予定で進めてきたSerengetiPrehistoWprqjectの調査を7月から10月まで3ヶ

月間実施した．この3年間に，約2，000㎞2の範囲の計400ヶ所で地表面の石器をサンプリング

調査した．データをGIS上で解析し，およそ1万年前の狩猟杜会の空間利用パターンを復元す

る計画．

1）　「栽培と農耕，出現過程の生態学」，霊麦類研究13巻2号，173－180頁．2）　「人類学とシミ

ュレーション」『自然・人間・杜会』37－42頁，筑波人学歴史・人類学系．

濱　健夫　（T．k。。肌MA，生物科学系）

海洋有光層における有機物の生産，分解および沈降過程を，生産量に対する沈降量の比（移出

比）を有機分子種毎に見積もることにより評価した．その結果，移出比は有機分子種により大

きく異なっていることをみいだ．した．これは主として有機分子種による起源の違いおよび安定

性の違いを反映しているものと考えられる．また，大学等における地球圏一生物圏国際協同研

究計画（IGBP－MESSC）に関連し，琵琶湖集水域において有機物の輸送に関する観測・実験を

行つた．

1）T．Hama，K．H．Shin㎜d　N．Handa（1997）Spatia1variabi1i奴of伍e　primaW　productivity　in　the

East　Chim　Sea　and　its　a切acent　ar凱Jo〃〃α1gブ0oω〃og7卯伽，53，41－51．　2）r　Hama（1997）

PrimaW　productivity　an（1photosynthetic　products　in　the　No血hwest　Paciic　Oce～m．工n〃ogθoo加〃ω1

〃ooθ∬ω加伽1Vo肋1〕αo枇，S．Tsmogai（ed．），Japan　Marhe　Science　Foundation，187－191．3）K．

H．Shin，T．Hama　and－N．Handa（1997）Primary　produ－ction　pr㏄esses　studied　with　photosynthetic

products．年肋ogωo加〃oα1P700θ∬ω加伽〃o〃乃肋功o，S．Tsunogai（ed。），Japan　Marine　Science

Foundation．192－196．

東照雄（T．m。印GASH1，応用生物化学系）

目本土壌肥料学会（4月，静岡），目本水環境学会（習志野，3月），目本生態学会（3月，京都）

など合計10課題の口頭発表．高温好気発酵による高含水率有機廃棄物の分解特性，土壌呼吸量

の温度・水分依存性，植生と土壌菌類の分布，水目ヨ土壌浸透水の水質，堆肥投入量の異なる畑

地におけるササラダニとトビムシ群集の変動などの環境科学的諾課題に取り組んだ．

1）Higashi，T．and　Katayama，H．（1997）E脆cts　of一乙α欣1叩わ1即加a価orestation　on　some　chemica1

and　optica1prop帥ies　of　humic　substances　iI1vo1canic　ash　soi1s缶om　centra1Japan．In；J．Drozd　et　a1．

（・ds．）肋R・1θψ肋〃た肋∫伽・θ∫肋万・・W舳M〃加肋・か・・閉刎肋1〃・肋〃・・，365－371．P・1i・h

Society　of　Humic　Substances．2）T．Higashi　et　a1．（1997）The　e茄ects　of　vegetation　and　buming　on

the　chemica1composition　of　soil　org㎝ic　matter　i皿a　vo1c㎝ic　ash　soils　as　shown　by1ヨC　NMR

spectroscopy．Gθo伽舳，76，155－192．他9編

．氷鉋　揚四郎　（Y・h・h止・hHIGAN0，農林工学系）

戦略的環境評価（SEA）に基づく多目的最適化手法の研究．動学的多地域多部門環境影響総合評

価モデルによる交通投資政策の評価．非線形動学的多部門モデルによる最適汚染排出税の動学

経路と目本の排出削減計画案の実行可能性の分析．大都市における交通渋滞緩和と大気環境改

善のためのTDMの研究、
1）Genera1Equi1ibril㎜1vs．Optim皿m，and　the　A11ocation　of　Land施r　Tr肌［spo血a茸ion　in　a　C1osed

Infomation－oriented　City　with　Tra箇c　Congestion，Pノ戸ER∫肋Rθgゴo〃o18o加〃oθ，vo1．76，no．3，pp．

321－342．1997．（共著）．（2）Measurement　of　Concea1ed　Unemp1oyment　in　Sha㎎hai，”舳”0〃α1

地g肋α18c加κ〃〃〃，vo1．21，no．1．1998，PP．59－78．（共著）．
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藤井　宏一　（K・i・hiFU皿I，生物科学系）

文部省科研「生態的に安定な種の組み合わせに関する実験的・理論的研究」の最終年にあたる本年

は，代表者として研究の総括を行なった．

1）Kitahara，M，＆K．Fujii（1997）An　is1aI1d　biogeographica1approach　to　the㎝a1ysis　of　butte閉y

community　pattems　h　new1y　designed　parks．R鮒P卯〃肋oム，39（1）：23－35．2）Mits㎜aga，T．＆K

F功ii（1997）The　e脆cts　ofspatia1and　tempora1enviromenta1heterogeneities　on　pe㎜istence　h亭

1aboratoWexperimenta1co㎜uni収．R鮒伽1肋oム，39（2）：249－260．1）瑚ii，K（1997）Co㎜ent町

on　Gordon　Baskervi11，s　Perspective．Co〃κ〃α〃o〃Eoologレ（on1i皿e）1（1）：11．htlp：／／www．conseco1．org／

vo11／iss1／art11．

藤川　昌樹　（M。。。kiFUJIKAWA，杜会工学系）

本年度も引き続き宗教都市の形成過程に関する研究，及び歴史的町並み・集落の構成原理・保

全に関する研究を行った．

1）藤川他（1997）「高野山の都市史的研究1・2」’（『目本建築学会大会学術講演梗概集』F－2分

冊，p177－180），2）藤川（1997）「在郷町の空間的秩序とその形成過程」（『都市計画論文集』32，

p697－702）．3）藤川（1997）　r近世都市の遺構とその保存・再生」（『SUT　BULLET㎜』161，

p27－32）．4）藤川（1997）「吉良川の重伝建地区選定によせて　上・下」（『高知新聞』文化欄）．

5）藤川他（1998）『室戸市吉良川地区くらしのみちづくり事業検討報告書』（室戸市教育委員

会），　6）藤川他編（1998）『八郷の住文化』（八郷町教育委員会）．

増田　美砂　（Mi。。MASUDA，農林学系）

JICA研究協カプロジェクト『アフリカ型谷地田開発』のRDミッションならびに短期専門家と

してガーナに派遣され，プロジェクトの策定に関わるとともに，現地において参加型手法の開

発に関する基礎調査を実施した．また酉アフリカの土地制度および森林資源について，目本ア

フリカ学会および熱帯生態学会において報告を行った．

1）増田美砂（1998）インドネシアの木材生産における担い手の変化，斑波大学農林杜会磨済研

究15：27－50．2）増田美砂（1997）ギニアサヴァナにおける樹木作物導入の試み，β本熱帯塗

窟学会ニューズレター27：5－9．3）増田美砂（1997）農村領域における樹木をめぐる問題，ア

7ノカレポー戸25：38－41．4）増田美砂（1997）東南アジアの森林からみた目本，風弔と祷林

60：2－35）増田美砂（1997）東南アジア島喚部における森林地域の開発と統合，廟晦研だよク

33：8－9．，他

松本　栄次　（則iMATSUMOTO，地球科学系）

ブラジル北東部地方の熱帯環境下における熱帯地生態系およびその人為的改変に関する調査を

継続した、前年度に引き続き，科学研究費（国際学術研究）「ブラジノレ北東部における農牧的土

地利用の強度と地生態系の地域的変化」の研究分担者として，湿潤熱帯地域における土壌の人

為変化に関する調査を実施した．また，酸性雨に対する土壌の緩衝能の地域変化に関する研究

を，関東山地西部の多摩川源流域を対象に行った．

1）松本栄次（1997）：ラテンアメリカにおける環境と開発の基本間題：自然環境の特色，「ラテン

アメリカの環境と開発」（新評論），29～47頁．2）松本栄次他（1997）：Concentration　ofcarbon

dioxide　in　rego1i伍air　in　di舐erent　tropical　geo－ecosystems　of　Northeast　Brazi1，8oえR印．，肋孤Gθ03cゴ．，

Univ．Ts廿㎞ba，23，11－15．
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松本　宏　（Hi。。。hiMATSUMOTO，応用生物化学系）

植物に対して成長制御作用を持つ物質の作用機序研究の一環として，植物ホルモン作用とエチ

レン生成，活性酸素の作用，クロロフィル合成の阻害等にっいて検討した．また，タイ国カセ

サート大学において共同研究ならびに研究指導を行った．

1）Sunohara，Y．and　Matsumoto，H．（1997）Comparative　physio1ogica1e脆cts　of　quinclorac　and

auxins，and1ight　invo1vement　in　quinc1oτac－hduced　ch1orosis　in　com1eaves－Pθ8肱肋oo加肌1〕伽3ゴo1．

58，125－132．2）Sunohara，Y．，Matsumoto，H．and　Usui，K．（1997）Possib1e㎞vo1vement　of　active

oxygen　in　c1omeprop　hydro1ytic　metabo1ite一丘nduced　e1ectro1皿e1eakage丘om　radish　roots．∫脆〃8oえ

肋．42，379－385．3）Mats㎜oto，H．et　a1．Mechanism　of　resiltance　to　protopo叩hyrinogen

oxidase－i11hibiting　herbicid－es．In〃「θθ♂α〃607卯κ∫赦α〃oθチo加沁た肋θpp155－160，　eds．De　P1ado　R一，

JorrinR．，andGarcia－TolTesL．，KhwerPub1ishers，Amsterdam，1997．他

メイサー，ダリル　（D…y1MACER，生物科学系）

目本人の遺伝子工学の受けとめ方と，一般市民，科学者，高校の教師におけるその比較の調査

と結果発表．高校の教師のための生命倫理，生命工学に関する教材を開発．ユネスコ生命倫理

委員会委員として生命倫理と遺伝学に関する国際ガイドラインの作成、Eubios　Jo㎜ma1of　Asian

and　Intemational　Bioethicsの編集長として，生命倫理の国際ネヅトワーク開発，情報と思想の交

換．Human　Genome　Organisation（HUGO）の倫理委員会委員を務める．IUBS　Bioethics　Programme

D辻ector　P皿b1ished　over10papers，see　re胎rences　on：〈h廿p：〃www．bio1．tsukubMcjpトmacer／index．htm1〉

I）Bioethics　in　hiφschoo1s　in　Austra1ia，New　Zea1andξmd　Japan，200pp．（Christchurch：Eubios耳thics

正nstitute，1996）．　2）　P1ant　biotechno1ogy，bioethics　and　fbod，〃α〃γθ＆沢ωo〃κω，33　（2．1997），2－13．

3）Biotec㎞o1ogy，Intemationa1Competition，and　its　economic，ethica1and　s㏄ia1imp1ications　in

deve1oping　coun血ies，pp．378－397in　Coηo印な加Bfo畑c加ologレ，ed．Ba1asubramanian，D．功αム，

（Universities　Press肺．Ltd，Orient　LongMan　Inc．，India，1996）．4）High　schoo1teaching　of

bioethics　h　New　Zea1and，Austra1ia，and　Japan．乃〃閉ol　gブ〃b閉1万励oαガo〃，25（1996），401420．　5）

Biolthil1and　glnltil　divlr1iいom　thl　plrlpl1tivl　of　UNESCO1nd　Non－Govl㎜lnta1
Organizations，pp，265－274　h　H〃〃o〃　1）ハ甘　Zow　α〃Po1妙．Intemationa1and　Comparative

Perspectives，Knoppers，BM．〃αムK1uwer　Law　Intemationa1，The　Hague，1997．6）M勾or　c㎝cems

on　p1ant　biotechno1ogy　apPlications　in　p1a1nts：　Safety　Issues　and　bioethics，　PP．　87－99　in　Plo〃チ

肋o肋伽olo馴α〃P1α〃G舳〃o他80〃κω伽8〃∫τα加αろゴ1ゆα〃〃o励o〃v卯，K．Watanabe，E．Pehu，

eds．，KG．Landes，Austin，USA1997．

安田　八十五（Ya．oiYASUDA，杜会工学系）
環境政策，ことに，ごみとリサイクル政策の研究を行った．学術刊行物（＊は審査つき論文）：

1）安田八十五・舟木賢徳（1997）スーパーのレジ袋の有料化が「地球を救う」（後編），ガ確棄

物，VOL．23，No．266，PP135－144．2）安田八十五・大島克哉（1997）廃棄物処理有料化政策の有

効性の総合評価，目本経済政策学会第54回大会報告要旨集，PP104－105．3）安田八十五・大島

克哉（1997）廃棄物処理有料化政策の有効性の総合評価，第8醜繁物学会研究秀表会溝演諭文秦

1997，PP89－91．4）安田八十五・塚原昇（1997）自治体の有価物回収に見る補助金政策の有効性，

庸8醜棄物学会研究秀表会講演瀞文裳1997，PP96－99（優秀プレゼンテーション賞受賞）．5）

安田八十五・志水章夫（1997）紙のリサイクノレシステムにおける環境対策の環境影響評価，第8回

塵乗物学会研究雰表会講演瀞＝文集／997，PP124－127．6）安田八十五・劉庭秀（1997）固形燃料を

熱源とする地域冷暖房システムの総合評価，第8醜棄物学会研究箸表会麓庸論文集1997，
PP202－205（優秀プレゼンテーション賞受賞）、7）＊安田八十五（1997）Towards　an　Optima1Waste

Management　and　Recyc1ing　System－With　Special　Re胎rence　to　Japanese　Cities，R仰c伽g加地α，

UnitedNationsCenter地rRegiona1Deve1opment，ResearchReport，No．21，PP109－124．8）＊安田八

十五・志水章夫（1998）環境負荷削減の対策と問題点～紙のリサイクルを例にして～，〃C沢0

旭〃E〃（目本マクロエンジニアリング学会誌），VOL．10，No．2，PP53－60．9）＊安田八十五・

劉庭秀（1998）固形燃料の地域冷暖房システムヘの利用可能性，㎜C沢0朋㎜肌（目本マクロエ
ンジニアリング学会誌），VOL．1O，No．2，PP61－70．
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安成　哲三　（T・t・…hYASUNARJ，地球科学系）

筑波大学地球環境変化特別プロジェクトの最終年として，アジアモンスーン変動と地球環境変

化に関連する成果をまとめた．また，現在文部省特別事業費の代表者として進めているGAME

（アジアモンスーンエネノレギー・水循環研究観測計画）の国際的推進を，いくつかの国際会議，

ワークショヅプなどを通して進めた．特に，筑波大が担当しているチベヅト高原における研究

観測計画（科研費国際学術研究）における予備観測を，夏季に行うと共に，．アジア地域白動熱

収支観測ネヅトワークの整備を，シベリア，モンゴノレ，チベヅト，タイで行った．

論文としては，アジアモンスーンの季節変化，経年変動に関する研究，アジアの乾燥地域の水

循環に関する研究，熱帯での熱収支評価に関する研究など，オリジナル論文数編を，国内外の

学会誌で出版した．

吉野　邦彦　（K。・ihik・YOSHrN’O，杜会工学系）

タイ国南部のナラチワ県に広がる熱帯湿地林を保全する土地利用計画策定を支援するための研

究活動を行った．1つは，1970年代初めと1980年後半の衛星リモートセンシング画像データ（2

シーン）を用いて，現地の土地被覆変化を解析した．もう．1つは，気球搭載カメラによる湿地

林の空中写真を撮影し，立体写真解析により熱帯湿地林の樹高測定を試みた．

1）串田圭司，吉野邦彦，山路永司他（1998），Automated　DEM　Extracton丘om　Ba1Ioon　Images　ofa

Tropica1Peat　Swamp　Forest　in　Narathiwat，Thai1and，1〃ルo〃w8ゲ〃oチogγα柳舳卯α〃R舳o胞

8θ〃。∫加g32（B5），1998．

鷲谷　いづみ　（I・・miWASH1TAN1，生物科学系）

年度内に公表した単行本および論文のうち主要なもの：

1）サクラソウの目一保全生態学とはなにか．地人書館．1998．2）マルハナバチハンドブック．

文一総合出版．1998．3）Pa廿ems　and　consequences　Of　se1£Po1len　dePosition　On　stigmas　in

h・t・…ty1…〃∫た〃1α切・〃・α（P・1ygo・・c…）．肋θ・たα〃・舳α1ゲB・肋ηヅ，85，352－359．1998．

4）ノ鮒肋肋θ〃此Kitam．，an　endangered　nood　p1ain　endemic　p1ant　h　Japan：its　abi1ity　to　fbm

persistent　soi1seed　banks．〃ologたα1Coη8θ〃〃o〃，82，67－72．1998．　5）Combined　e揃ects　of1ight

and　water　avai1abi1ity　on　photosynthesis　and　growth　ofノ〃∫αθ榊α加胞γgρ伽〃〃〃in　the　forest　understory

and　an　open　site．0θω1ogゴα，112，26－34．1987．

渡辺　俊　（Sh。。WATANABE，杜会工学系）

建築計画のための知的設計支援システムのデータモデル・都市計画のためのGISデータベース

の研究を中心に行なった．

1）The　Distributed　Architectura1Mode1施r　Co一一〇perative　Design，CAAD　Futures1997，〃ooθθ伽g8ψ

伽7肋〃舳〃jo〃α1Coψ榊κθo〃Co〃μ卿一〃6θ∂〃o肋θo肋γα11）θ陸〃F伽閉，565頁～570頁，

1997年8月．2）地理情報の時間的蓄積における空間・非空間データの記述方法の提案，地理傍

報システム学会講演瀞文葉，75頁～80頁，1997年10月　3）モデル分析手法のための空間デー

タベース，β本壁築学会第20回傍報・システム・朋・炭術シンポジクム論文薫，211・頁～216

頁，1997年12月．
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